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使用済み フ ラ イ油の各種吸着剤 に よる改質

工mprovement 　of 　Used 　Frying　Oils　by　Treating　with 　Several　Adsorbents

薄　木　理一
郎

＊

　 （Rilchire　Usul［i）

　Fry三ng 　oils 　 have　been　used 　less　than　three　times　in　half　the　 number 　of　recent 　Japanese　ho皿 e

cooking ．　 For　 the　 pro！ongation 　 of 　 available 　 period 　of 　frying　 oils ，
　 through 　 simple 　 filtration　procedure

after 　frying，　 eleven 　 k加ds　 of　 adsDrbents 　 were 　 heated　at 　180℃ for　 20　min 　in　fish−fried　oils ，　After

丘1tration　of 　adsorbents ，
　co1Qr 　intensity，

　 oxidative 　stability　and 　acid　value 　of 　each 　oil　were 　estimated ．

　As　 the　 results ，　 ZeQlite，　 an　inexpensive皿 血eral，　 gave 　 rise　 to　 slight　 improvement 　in　oxidative

stabi ！ity，　but　not 　in　bIeaching　of 　color ．　To 　the　contrary ，　activated 　carbon ，　activated 　day　and

aluminium 　hydroxide　gel　 acted 　as 　bleaching　 agent ，　but　cQnsiderably 　lowered　the　oxidative 　stability．

Oils　 treated 　 with 　 oyster 　 shell ，　 cera 皿 ics　 p工ate 　and 　 calcium 　oxide ，　were 　tinged 　with 　brown　celGr．　In

these　 experiments ，　 effective 　 adsorbents 　 in　 both　 b工eaching 　ability 　 and 　 exldative 　 stability 　were 　 not

found　out ，　 even 　 in　the 　 c   binat三〇 n　 of 　two 　 adsorbents 。

　わが国 で は 1991年 工0 月 「再生資源の 利用 の 促進 に 関

す る 法律」 が 施行 され，廃棄物 の 処理 は 新 た な段階 に 入

っ た 。 家庭 か ら発生す る食用廃油は 年間約 8 万 トン と推

定 され，そ の 殆 ん どは焼却ま た は廃棄され て い る現状は，

食糧資源 の 有効利用，環境保全 の 観点か ら問題視 され て

い る e

　家庭 で使われ て い る フ ラ イ油 の 劣化程度 は ，それ程大

きくない に もか か わ らず ， 揚げ回数 3回 以下 で 廃棄す る

家庭が 半数 を 越 え る とい う贅沢な 使 い 方を し て お り，
フ

ラ イ油を 廃棄す る 目安 として ，フ ラ イ油 の 着色 と泡立 ち

を挙げる家庭 が 多 い とい う実態 が 著者 の 研究 な ど
1・2） に

よ っ て 示 され て い る 。 もし揚げ終 っ た フ ラ イ油を簡単な

処 理 に よ っ て 色 そ の 他を改善で きれ ぽ，フ ラ イ油 の 使用

回数を さ らに 2〜3回延長させ うる こ とが期待され る 。

　そ t で 本研究で は，吸着剤を セ
ッ

ト した箇便な泝過 ・

貯蔵缶を作成す る こ とを最終 目的 として ， 使用限界に 近

い 調理 油 に 各種吸着剤を添加混合 した の ち ，洒別 した 油

の 着色度や酸化安定性 な ど の 変化を 検討 し ，揚げ終 っ た

フ ラ イ 油 を 改質で きる 吸着剤を見つ け よ うと し た 。 吸着

剤 と し て は ， 比較的安価で 入 手 で きる未利用資源で あ る

ゼ オ ラ イ ト，カ キ 殻などを選 び ，併せ て こ れ ま で 報告の

ある 活性炭 ， 活性白土 な ど の 効果 と比 較 し た。

＊　尚絅女学院短 期大学

実験方法

　 1． 吸 着 剤

　本実験 で使用した 吸着剤 を表　ttc示 し た o ア ル ミ ニ ウ

ム ゲ ル お よ び 活性白土 を 除 き， 処理試験直前 に 220℃

で 3時間加 熱乾燥 し て 使用 し た。

　 2． 試 験 油

　劣化程度 の 異 なる三種類の フ ラ イ油を使用 した 。

一
つ

は 小麦粉2kg に卵 10個，砂糖300　g ，バ タ ー200g ，牛乳

6eOml ，
べ 一キ ン グ パ ウ ダー20g を 加え て ドーナ ツ 生

地 を作 り， 2kg の大豆油 で揚げた もの （以下 ，劣化油 1

と呼ぶ ） もの で あ り，他方 は ，本学 の 調理実習で さ ん ま，

鶏肉な どを揚げた サ ラ ダ油 4kg を 用 い て さ らに 8kg の

い わ し を揚げ， か な り着色 の 進 ん だ 劣化油 （以 下，劣化

油 2 お よび 3 と呼ぶ ） を 試験油と した 。

　劣化油 1，2 お よび 3 の 主な一般特数は ，順 に ，酸価 ；

0．25，0．39，0．36， ヨ ウ素価 ； 130．9，132，3，131．9，

ア ニ シ ジ ン 価 ；14．9，29．3，29．7 で あ っ た 。
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　　 表 1．　実験に 使用 し た吸着剤

品名 と形状

「
製造所名

ゼ オ ラ イ ト （仙台市産）

　 球状

　 　ペ レ ッ ト状

ゼ オ ラ イ ト （山形県米沢市板谷産）

　 破 砕物

カ キ殻

　 破砕物

セ ラ ミ ッ ク ス

　 板状加 工 した もの （
‘‘
セ ラ エ ース

”
）を破砕

ア ル ミ ニ ウ ム ゲ ル

　 乾燥水酸化 ア ル ミ za ウ ム ゲル S−100

ケ イ酸

　 　カ ラ ム ク P マ ト用，20削顧） メ ッ シ ュ

酸 化 カ ル シ ウ ム

　 　ー級試薬，粉末

酸化 マ グ ネ シ ウム （重質 ）

　　
一
級試薬，粉末

活性 炭

　　白鷺A

活 性 白土

　 　 ガ レ オ ン ア ース V2

新東iヒイ匕学工 業　（株）　　（イ山台）

東北工 業技術試験場

小泉 ラ イ フ 環凌設備設計事 務所 （気仙 沼）

（株） 口商 （秋田 県本荘）

協和 化学 工 業 （株）

和光純薬 （誅）

和光 純薬 （株）

和光 純薬 （株）

武 田薬品工 業 （株）

水澤 化学工 業 （株）

　 3．　吸着斉屋1処理

　試験油 100g を 300ml の ビ ーカー
に と り， こ れ に 各

種吸着剤 5g を加え ， 時 々 ガ ラ ス 棒で撹拝 し な が ら，

110〜120℃ で 20分加熱後 ， 直ち に No．2 の 泝紙 で炉過

し た o 吸着剤 を 加え な い で 同様 に 加熱 を行 い ，炉過 した

もの を対照の 無添加油 と した 。

　4． 処理効果の判定

　 1）　酸化安定性試験

　炉別 した 油 50g を 200ml の ビ ーカ ーに と り，45± 1

ある い は 60土 1℃ の 恒温器 に 放置して 酸化 を 行 い ，数

日お きに 過酸化物価 （PV ）
3） を 測定 した 。

　2） 脱 色 性

　卩 ビ ボ ン ド比色計 （Tintometer 　 Type　 D ）を使用 し

た。

表 2． ゼ オ ラ イ ト，活性炭お よび 活性 白：ヒで

　 　 　 処理 した フ ラ イ油の 脱色性

吸 着 剤 添 加 量
n ビ ボ ソ ド色

（Yel1QW／Red ）

無 　添 　加

ゼ オ ラ イ ト

　　同

活　性 　炭

　 　同

活 性 白 土

　 　 同

ゼ オ ラ イ ト

　と活性炭

活性 白土 と
　活性炭

％

％

％

％

％

％

％

ら
　
む
　

ら

む
　

ら
　

む
　　じ
り

　

1

　
1

　
1

各

各5％

8．9／2．06
．0／1．26
．0／1．21
，8／0．4L4

／0．21
．2／   ．21
，2／O．31

．7／0．4

結果お よび考察

1．0／O．1

　1． ゼオ ライ ト， 活性炭および活性白土 の処理効果

　各種吸着剤 の 処理実験 は 何回か に 分け て 行 っ た 。 まず

劣化油 1 を試験油 と した 際 の ペ レ
ッ ト状ゼ オ ラ イ ト，活

性炭 ， 活性白土 の 効果を添加量 を 5 お よ び 10％ と して

比較 した 。 表 2 に 脱色効果 の 程度を 示 した 。 活性白土 の

脱色は 非常 に 大きい が ， ゼ オ ラ イ b の 効果 は わずか で あ

28

（試験油は 劣化油 1 を使用 ）

っ た 。

一方 ， 酸化安定性試験 の 結果 を 図 ユ に 示 した が ，

ゼ オ ラ イ b処 理 油が無添加油 と余 り変 わ らな い 安定性を

示 した の に対 し，活姓炭お よび活性白土処理油 は い ずれ

も安定性 が 著 し く低下 した 。
ゼ オ ラ イ トの 5％ と 10％

添加 で は ， 処 理 油 の 安定性 に 大 差 な か っ た・
の で ， 以下 の

実験で は ，処理 剤の 添加濃度をすべ て 5％ と して 比較 し

た 。

（28 ）
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　　 7　8　　　　　16　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　44

　　 　　 　 　　 経 過 日 ．数 （日 ）

　　　　 ＊ 45℃ 保 存 （諷験油は 劣化油 1 を使 用）

ゼ オ ラ イ ト ，活性 炭お よび 活性 白土で 処理 した

フ ラ イ油の酸化安定性試験

　2． ゼオライ トと活性炭 の 混合処理

　表 1 に 示 した よ うに ゼ オ ラ イ トの 形状 に は い ろ い ろ あ

る が，そ の 形状に よる効果 の 差異を調べ た と こ ろ，粉末

状 は 無添加油 よ り安定性 が 劣 り， 球状 ts：ペ レ ヅ ト状 よ り

もやや安定性 の 向上 を示 した の で ， 以下の 実験に は 主 と

し て 球状ゼ オ ラ イ トを使用 した 。

　 ゼ オ ライ トの 脱色性 を補 うた め に ，活性炭 を ゼ オ ラ イ

トに 混合添加 して そ の 効果を 検討 した 。 試験油 は 劣化油

2 を使用 し ， 処理 剤の 添加量 は全体 と し て 5％o と した 。

前項 の 実験 で，活性白土の 方 が活性炭よ りや や 脱色性 に

優れた が ， 操作性 の 点か ら活性炭 を 選び ，ま た 活性炭 の

添加量 を ゼ オ ラ イ ト量 よ り少な くし て ，フ ラ イ油 が脱 色

され ， な お か つ 酸化安定性 の よい 混合比を見つ け た い と

考え た 。

　脱色効果 の 程度を 衷 3 に ， 酸化安定性 試験 の 結果 を 図

2 に 示 した 。 図 2 か らわ か る よ うに ， 少 し で も活性炭 が

加わ れ ば，処 理 油 の 安定性 は 低下 し，低下 の 程度 は 活性

葦

鼻

母

鯔

6　　　　　　13　　　　　　 21

　 　 経 過 日 数 （日）

　　　　　　　＊　60℃ 保存 （試験油は 劣化油 2を使用 ）

図 2． ゼ オ ラ イ ト 活性炭混合物で 処理 した フ ラ イ油

　　　 の 酸化安定性試験

炭 の 添加量 に 対応 した。

　同様 の 実験を ， 球状 ，
ペ レ

ッ ト状，破砕物 と形状 の 異

な る ゼ オ ラ イ トに つ い て 劣化油 2 で 行 っ た と こ ろ，や は

り活性炭の 添加 は 安定性を 低下 させ ，また脱 色 性 に お い

て も，球状 ゼ オ ラ イ トー活性炭 （2 ： 1） とゼ オ ラ イ ト破

砕物一活性炭 （2 ： 1）で は 殆 ん ど差 が 見 られ な か っ た

（表 4 ）。 こ れらの 結果か ら，
ゼ オ ラ イ トと活性炭の 混合

衰 4．形状の 異な る ゼ オ ラ イ 1・お よび カ キ

　　　 殻で 処理 した フ ラ イ油の 脱色性

吸 　着 剤
卩 ビ ボ ン ド色

（Yellow／Red）

表 3．ゼ オ ラ イ トと活性炭の 混合 物で 処

　　　 理 した フ ラ イ油 の 脱色性

　　混 　合　比 　　　　　P ビ ボ ン ド色

（
一ビオ ラ イ ト ：活性炭）　　 （Yellow／Red）

冒力

11111
添
・
：
：
ー
ー・

“
23

「
000

無

　

　

12

5〔レ．0／ 10．5

19．0／ 　2．0
43．0／ 3．3
31．0／ 5．1
56．0／ 7．5
50．0／ 8．9

＊ ：球 状ゼ オ ラ イ 1・を使用 し．活性炭 との 混

　 合 物 と して フ ラ イ 油に 対 し て 5％ 添 加 し

　 た ．　　　　 （試験油は 劣 化油 2 を 使用）

無 添 　加

カ　キ 　殻

球 状ゼ オ ラ イ ト

ペ レ
ッ ト状 ゼ オ ラ イ ト

ゼ オ ラ イ ト破砕物

球状 ゼ オ ラ イ ト

ー
活性炭 （2 ： 1）

　　同　 （3 ；1）

　 　 同　 （5：1）

ゼ オ ラ イ ト破砕物

一
活性 炭　（2 ：1）

　 　 同　 （3 ：1）

　　同　 （5 ：1）

球状ゼ オ ラ イ ト

ーカ キ 殻 （1 ：1）

50．0／ ro、4

43．0／ 10．4

51．0／ 12．0
50，0／ 10．4

40，0／ 10．5

20．0／ 2，2

30．1／ 3．1

31，0／　5．0

22．0／ 2．2
30．0／ 　3，2
3ユ．0／ 　5．0

61．O／17．0

（29 ）

（試 験油は 劣化油 2を使用 ）
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は適当 で ない と判断した 。

　 なお こ の 実験 で ，カ キ殻 の 効果を 同時に 試験 した が ，

単独 で は ゼ オ ラ イ ト と 同程度 の 効果を示 し，
ゼ オ ラ イ ト

との 混合処理 で はむ し ろ着色が増加 した。 また ， カキ殻

に 活性炭を混合す る と ， 着色度 は 軽減 さ れ る もの の ， や

は り酸化安定性 は 低下 した 。

　3． カキ殻，水酸化ア ル ミニ ウム ゲル，セラ ミッ クス

　　　などその 他 の 吸着剤に よ る 処理

　 ゼ オ ラ イ ト以外 の 吸着剤 と し て ，カ キ 殻，水 酸 化 ア ル

ミ ニ ウ ム ゲ ル
， ケ イ酸 お よび カ キ殻と活性炭 の 混合物に

つ い て試験した 。 湯木 らが そ の 脱酸効果 を報告し て い る

ア ル ミ＝ウ ム ゲ ル
4） お よび酸化マ グネ シ ウ ム

5＞
は ，劣化

油3 を試験油 とした 本実験に お い て も脱酸 の 効果 が 顕著

で あ り， とくに ア ル ミ ニ ウム ゲ ル で は よ く脱色 した （表

5）が ， 酸化安定性 は 双方 とも大 きく低下した （図 3 ）。

酸化 マ グネ シ ウ ム に 次 い で 脱色性が認 め られ て い る酸化

カ ル シ ウ ム
5 ） は ， 本実験 で は ， 未処理油 よ り優れ た酸化

安定性 を 示 し た が ，
フ ラ イ油 の 脱色 は観察され な か っ た 。

脂質の 分析に よ く用 い られ るケ イ酸 も効果が認め られ な

か っ た 。

　遠赤外線 を 放射 して 油温を 上 げ る 結果とし て フ ラ イ 油

を長持ち させ る
E） と発表され て い るセ ラ ミ

ッ
ク ス につ い

て も同様試験 したが ， 炉過油の酸化簑定性 は よか っ たも

の の 脱色性が悪 く， 酸価も未処理 油 よ り高 い 価 とな っ た 。

　以上 の よ うに，各種 吸着剤 に つ い て フ ラ イ 油処理試験

を行 っ た結果，単独で使用 した際お よび 活性炭と混合使

用 した 際 に ， 酸化安定性 と脱色性 を 同時に 満足 させ る 吸

着剤を見つ け る こ とは で きな か っ た 。 そ こ で 比較的酸化

安定性 の よか っ た セ ラ ミ
ヅ ク ス と酸化カ ル シ ウ ム に ， 脱

色性 の よか っ た 活性炭と水酸化 ア ル ミ a ウ ム ゲル を，混

合比 を変え て 加 え処 理 試験 を行 っ た 。

　劣化油 2 を試験油 とした際 の酸化安定性 の 試験結果を

図 4に 示 した 。 酸化カ ル シ ウ ム 単独処理 で は ， 酸化安定

表 5，各種吸着剤で処理 した フ ライ 油の着色度と酸価

吸　着　駕
（

ロ ビボ ン ド色
Yellow／Red ）

酸 価

80

無　添　加

水酸 化ア ル ミ ＝ ウ ム

酸 化 マ グネ シ ウ ム

ケ　 イ　酸

酸化 カ ル シ ウム

セ ラ ミ ッ ク ス

43，1／13．1
20．0／ 4．5
40．0／11．0
49．O／11．0
53．0／ユ3．5
53．1／13．0

0．360
．コ60
，25

 ，380
．410
．48

翼

彝

翠

（試 験油は劣 化油 3 を使用）

’°e

！　＝＿麹
　 　 一一◎一向酸化 カ ル シ ウム

80 　
一 a一 セ ラ ミ・ノ クス

　 　 岬 一酸化 マ グネシ ウム

　 　 ー 鬱一 水 酸 化 ア ル ミニ ウA

60

40

∠

．

／
　

　

　

　

　

■

コ

／
▽

〃

60

40

壌

彝
コヤ
轡

唖

20

　　　　　　　　　　−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　　7　　　　　 12　 14

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 経 過 H 数 旧 〉

　　　　　　 ＊　60℃ 保存 （試験油は 劣化油 3を使用 ）

図 3．各種吸着剤で 処理 した フ ラ イ 油の 酸 化安定性試験
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　 　 　 　 0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5　　　　　 9　　　 12　 14
　　　　　　　　　　　経 過 日 数 （日）

　　　　　　 ＊　60℃ 保存 （試験油 は劣化油2 を 使用 ）

＜略記 ＞ Ca ： 酸 化 カ ル シ ウ ム ，セ ： セ ラ ミ ッ ク ス ，
　　　 活 ： 活性炭， Al ；水酸 化 ア ル ミ ＝ ウム

　 図 4．各種吸着剤 を混 合 し て処 理 し た フ ラ イ油の

　　　　 酸化安定性試験

性が よか っ た の は 前試験 と同 じ結果 で あ っ た が，こ れ に

ア ル ミ ニ ウ ム ゲ ル を 加え る と安走性が 低下 した 。 安定性

の よか っ た セ ラ ミ ッ ク ス に脱色性 の よか っ た ア ル ミ ニ ウ

ム ゲ ル を混合 した もの は ，酸化安定性は それほ ど低下す

るわ け で は なか っ た が，脱 色効 果が 殆 ん ど認 め られ な か

っ た （表 6 ）。
セ ラ ミ

ッ
ク ス に 活性炭を加 え る と ， 脱色

性が 向上 す る もの の
， やは り酸化安定性が低下した （表

（30 ）
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衷 6．　吸着剤混 合物 で 処 理 した フ ラ イ 油の 着色 度と酸価

吸 着 剤 （錨蕊島 　 酸 価

い る 。 天然資源 の 有効利用は大事な課題で あ り，今後も

フ ラ イ 油 の 安価で 簡便な
“
炉過貯蔵缶

”
の 試作を追求 し

た い 。

無　添　加

酸イ匕カ ル シ ウ ム

酸化カル シ ウ ム ー水酸化

　 ア ル ミ ニ ウ ム （5 ：1）

酸 化 カ ル シ ウ ム
ー

　活性炭 （5 ：1）

セ ラ ミ ッ ク ス

セ ラ ミ ッ ク ス
ー水酸 イヒ

　 ア ル ミ ニ ウ ム （5：1）

セ ラ ミ ッ ク ス
ー水酸化

　 ア ル ミ ニ ウ ム （10 ：1）

セ ラ ミ ッ クス
ー活性炭

　（5 ：／）

51．0／14．0
42．0／13．5

40．0／12．0

20．0／ 4．7

0「5．0／13．3

51．O／12．0

52．0／ 12．0

54．0／ 5．2

o．390
．41

 ．24O

．360

．380

，240

．300

．35

（試験油は 劣化油 2を僕用）

6 お よび 図 4 ）。

　本研究 は ，緒言 で も述べ た よ うに ，比較的安価で 入手

で きる未利用資源で あ る ゼ オ ラ イ ト，カ キ 殻 な どを 吸着

剤とし て 炉過処理 し ， 使用済み フ ラ イ 油を改質す る こ と

を 当初 の 目的とし た 。 しか し，こ れ らは 着色度を 殆ん ど

改善 しなか っ た 。 使 い 終 っ た 油 を炉過 処理 した際に 色が

視覚的に は っ きりと改善され な ければ，た とえ酸化安定

性が多少増 して も，ユ
ーザ ーが フ ラ イ油 を炉遇処理 す る

こ とは し な い と予想 され る 。 そ こ で 活性炭や活性白土 を

加えて 脱色を試みた が ， こ ん どは 酸化安定性が 大き く低

下 した 。 こ の よ うに して今回 ， 安価な未利用資源を 吸着

剤とする 実用性 の あ る
“

簡易炉過器
”

の 試作に は成功 し

なか っ た 。 現在， 家庭用 フ ラ イ 油の 貯蔵缶とし て ，活性

炭カ ー ト リ
ッ

ヂ をセ
ッ ト した

“
天ぷ ら油 ク リ

ー
ナ V− 7）

や

炉紙を積層に して フ a ル タ
ーと した 油 こ し器 な どが 市販

され て い る 。 しか し活性炭を 炉材 と して使用 す る こ とは

， 本実験で も示 され た よ うに ， 炉過 し た 油 の 酸化安定性

が著し く低下する の で適当で は な い と考 え る。

　 ゼ オ ラ イ ト の 使用 は ， 油 の 着色度 を改善 し な か っ た が，

ドーナ ツ を揚げ た大豆油を ゼ オ ラ イ ト処理 して 宮能検査

した と こ ろ，処理 しない 油 よ りも加熱臭や油 っ ぼ さが弱

くな っ た 。 ま た ，吉岡
7）

は 市販天ぷ ら油 8kg で 8kg の

イ ワ シ を 180℃ で 素揚 げ し た 後 に
一ビオ ラ イ ト処 理 す る

実験 を三 回繰 り返 し ， 同量 の イ ワ シ を三 回素揚げ した油

と比較した 。 そ の 結果 ，
ゼ オ ラ イ ト処理 三 回 の 油は 素揚

げ油 とほ ぼ 同程度 の 酸化安定性 を示 し，また着色度がわ

ずか なが ら改善され る こ とを認め て い る 。

　最近 ， 板橋ら
3・9） は ゼ オ ラ イ トに イ オ ン 交換能を持た

せ た基材を開発 した の で ，今後こ れが多量に 且つ 安価 に

生産 された 時 に ，フ ラ イ 油 の 脱酸を試み た い と考 えて い

る 。

　 こ の よ うに ゼ オ ラ イ トを活用 で きる可 能性 は 残されて

要　約

　揚げ調 理 に 使用 した 油を簡単 な吸着処理 に よっ て劣化

生成物を除去 し ，
フ ラ イ 油 の 使用限界 を延長する こ と を

目的 と して ， 形状の 異 な る 3 種 の ゼ オ ラ イ トを含む 11

種 の 吸 着剤 で イ ワ シ 調理油を 処理 し，処理後の 油の 自動

酸化安定性 ， 着色度，酸価 な どに つ い て比 較検討 した 。

　1． ゼ オ ラ イ トは酸化安定性 を わ ずか な が ら向上 させ

た が
， 脱色効果 は な か っ た 。

　2．　 カ キ 殻 ，
セ ラ ミ

ッ
ク ス お よび酸化 カ ル シ ウ ム は無

添加油 とほ ぼ同程度ある い は や や よい酸化安定性を示 し

た が ， 油 の 着色 度を 増加 させ た D

　3．活性炭お よび活性白土 は フ ラ イ油を よ く脱色 した

が，酸化安定性を著 し く低下 させ た。

　 4．　水酸化 ア ル ミ a ウ ム ゲ ル お よび 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム

は 脱酸能 に 優iれ ， と くに 前者は脱色効果 も大きか っ た が
，

両者と も油 の 酸化安定性 を大きく低下 させ た。

　 5． ケ イ酸 は酸化安定性 を 低下 させ た。

　6．数種 の 吸着剤を混合使用 した が，酸化安定性 と脱

色性を同時 に 満足させ る 条件は 見出だ せ なか っ た 。

　本研究 を すす め る に あた り， 試料 を 快 く提供 くだ さ っ

た 新東北化学工 業 （株）佐藤徹雄氏， 小泉 ラ イ フ 環境設

備設計事務所　小泉則
一

氏，東北工 業技術試験所　板橋

修茂 お よ び （株） 日商 高橋庄治氏に 厚 く御礼申 し上 げ

ます 。 なお ， 本研究 の 概要 は 第 28 回 油化学討論会 ・硫

究発表会 （平成元年 9 月 29〜30 目，広島） で 発表 し た 。
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